
資料④：バックホウ調査（性状調査結果）
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廃棄物把握調査（バックホウ性状調査結果）
  
１．バックホウ掘削位置
  
バックホウ掘削は、混合廃棄物が多く埋設されている最上部の地表面覆土直下の廃棄物を対象とし、その性状（組成）把握と有害産業廃棄物の有無の確認を目的として実施した。
 
ここで、「有害産業廃棄物」とは以下の定義のうちア、イに該当するものの有無を目視により確認した。
  
特定産業廃棄物に起因する支障の除去等を平成
24
年度までの間に計画的かつ着実に推進するための基本的な方針
 
（平成
15
年
10
月
 
環境省告示第
104
号）
  
ア：廃棄物処理法施工令第
2
条の
4
第
1
号に掲げる廃油、同条第
2
号に掲げる廃酸、同条
3
号に掲げる廃アルカリ及び同条第
5
号イに掲げられる廃ポリ塩化ビフェニル等
  
イ：感染性廃棄物（感染性病原体が含まれ、若しくは付着している産業廃棄物又はこれらのおそれのある産業廃棄物をいう。）
  
ウ：廃石綿等（廃石綿及び石綿が含まれ、又は付着している産業廃棄物をいう。）
  
エ：アからウまでに掲げる特定産業廃棄物以外の産業廃棄物のうち、金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令（昭和
48
年総理府令第
5
号）別表第
1
の各項の第
1
欄に掲げる物質を含むものであって、当該物質ごとに対応する当該各項の第
2
欄に掲げる基準に適合しないもの
   
調査は図１に示す
10
地点で実施した。
                
図
1 
バックホウ掘削位置図
    
２．廃棄物の性状把握
  
組成分析に供する試料は、地表面覆土直下の廃棄物層を対象とし、深度約
2.0
ｍまでの廃棄物を採取している。
 
組成分析結果を表
1
、表
2
および図
2
、図
3
に示す。
  
各試料の分析結果を比較すると、以下のような傾向が確認できる。
 
①
 bk-27,28,30,34,35
は、不燃分の割合が多い。（
48.0
～
91.0
％）
 
②
 
不燃分の中での割合は、「陶器、石、コンクリート」及び「土砂、雑物」が多い。
 
③
 
可燃分の中での割合は、「木、竹、わら」が多い。
  
表
1 
組成分析結果表（平均値）
                       
図
2 
組成分析結果平均値（グラフ）
  
質量百分率の範囲平均値（％）（％）水分
1.2
～
23.616.3
不燃分
32.4
～
91.050.6
可燃分
6.3
～
43.933.1
紙
0.1
～
7.92.8
布
0.0
～
2.21.1
木・竹・わら
3.4
～
38.221.2
ビニール・合成樹脂
2.2
～
12.17.8
ゴム・皮革
0.0
～
0.60.1
厨芥
0.00.0
ガラス
0.2
～
1.60.5
陶器・石・コンクリートガラ
9.9
～
52.725.7
土砂・雑物（
5mm
以下）
4.0
～
18.112.3
土砂・雑物（
5mm
以上）
3.6
～
18.99.8
磁性金属
0.5
～
6.12.2
非磁性金属
0.0
～
0.80.1
組成可燃分不燃分組成物質成分成分組成
0%20%40%60%80%100%
水分不燃分可燃分ゴミの組成
0%20%40%60%80%100%
紙布木・竹・わらビニール・合成樹脂ゴム・皮革厨芥ガラス陶器・石・コンクリートガラ土砂・雑物（
5mm
以下）土砂・雑物（
5mm



2 
水分
8130g15.6%665g1.2%13547g23.6%8177g22.7%4249g24.3%
不燃分
32948g63.4%36885g68.3%19786g34.5%17339g48.0%6038g34.5%
可燃分
10922g21.0%16450g30.5%24067g41.9%10584g29.3%7213g41.2%
紙
150g0.3%4240g7.9%610g1.1%204g0.6%870g5.0%
布
1120g2.2%660g1.2%67g0.1%320g0.9%123g0.7%
木・竹・わら
5070g9.8%6020g11.1%21930g38.2%7110g19.7%4900g28.0%
ビニール・合成樹脂
4510g8.7%5530g10.2%1250g2.2%2950g8.2%1320g7.5%
ゴム・皮革
72g0.1%g0.0%210g0.4%g0.0%g0.0%
厨芥
g0.0%g0.0%g0.0%g0.0%g0.0%
ガラス
234g0.5%848g1.6%146g0.3%329g0.9%48g0.3%
陶器・石・コンクリートガラ
16370g31.5%20160g37.3%8050g14.0%8540g23.7%1740g9.9%
土砂・雑物（
5mm
以下）
6130g11.8%7450g13.8%5760g10.0%4210g11.7%2630g15.0%
土砂・雑物（
5mm
以上）
9650g18.6%6570g12.2%4170g7.3%2060g5.7%1530g8.7%
磁性金属
362g0.7%1440g2.7%1660g2.9%2200g6.1%90g0.5%
非磁性金属
202g0.4%417g0.8%g0.0%g0.0%g0.0%
成分組成採取日ボーリング番号深度廃棄物層の全重量
 
（
g
）不燃分（湿潤）
 
（
g
）可燃分（湿潤）
 
（
g
）
809015150168103302015990941036850371902438020110520005400057400361001750012/21bk-2712/2112/2212/2112/21bk-30bk-31bk-34bk-38
水分
5327g11.0%5323g19.2%1606g2.7%3027g23.6%6618g19.5%
不燃分
25132g51.8%10992g39.7%54433g91.0%4153g32.4%14352g42.2%
可燃分
18041g37.2%11385g41.1%3761g6.3%5620g43.9%13030g38.3%
紙
370g0.8%760g2.7%61g0.1%980g7.7%660g1.9%
布
181g0.4%590g2.1%g0.0%260g2.0%470g1.4%
木・竹・わら
14320g29.5%7560g27.3%2050g3.4%2850g22.3%7800g22.9%
ビニール・合成樹脂
3170g6.5%2320g8.4%1650g2.8%1530g12.0%4100g12.1%
ゴム・皮革
g0.0%155g0.6%g0.0%g0.0%g0.0%
厨芥
g0.0%g0.0%g0.0%g0.0%g0.0%
ガラス
340g0.7%85g0.3%173g0.3%53g0.4%53g0.2%
陶器・石・コンクリートガラ
13650g28.1%5640g20.4%31500g52.7%1320g10.3%9980g29.4%
土砂・雑物（
5mm
以下）
5820g12.0%4060g14.7%10850g18.1%1500g11.7%1350g4.0%
土砂・雑物（
5mm
以上）
4550g9.4%1010g3.6%11320g18.9%630g4.9%2800g8.2%
磁性金属
772g1.6%197g0.7%590g1.0%650g5.1%169g0.5%
非磁性金属
g0.0%g0.0%g0.0%g0.0%g0.0%*
不燃分は、ガラス・陶器・土砂・金属などの不燃物の合計とした。
*
可燃分は、紙・布・厨芥などの可燃性物の合計とした。
*
ゴミ組成の割合の合計は、成分の不燃分と可燃分を合計した値となる。
163701763012/21bk-3912/21bk-403400012800552304570572070802763020870126401506012/22bk-355980012/22bk-322770012/22bk-2848500
成分組成採取日ボーリング番号深度廃棄物層の全重量
 
（
g
）不燃分（湿潤）
 
（
g
）可燃分（湿潤）
 
（
g
）表
2 
組成分析結果一覧表
  
その２工区
              
その３工区
                                                                              
図
3 
組成分析結果（グラフ）
        
成分組成
0%20%40%60%80%100%bk-40bk-39bk-38bk-35bk-34bk-32bk-31bk-30bk-28bk-27
水分不燃分可燃分ゴミの組成
0%20%40%60%80%100%bk-40bk-39bk-38bk-35bk-34bk-32bk-31bk-30bk-28bk-27
紙布木・竹・わらビニール・合成樹脂ゴム・皮革厨芥ガラス陶器・石・コンクリートガラ土砂・雑物（
5mm
以下）土砂・雑物（
5mm



 3 
３．目視による廃棄物分類
  
廃棄物の目視分類は、組成分析に供した試料について実施した。調査結果を表
3 
に示す。
  
分類の結果、以下の事項が確認された。
 
①主に家屋等を壊したときに発生する建設廃棄物が多く、コンクリートガラ、レンガ片、瓦片、タイル片、角材、合板及び木屑、プラスチック片、ビニール片、鉄クズ、土砂等が確認された。
 
②不燃分は、コンクリートガラ、瓦片、タイル、ガラス片、陶器クズ、空き瓶、空き缶、釘、アルミ片、鉄片、土砂等が多く確認された。
 
③可燃分は、紙くず、雑誌、厚紙ボード、角材、合板、木屑、ビニール、塩化ビニール片、プラスチック片、衣服、絨毯・布団等が多く確認された。
 
④また、スレート、石膏ボード、燃え殻等も混在している。
                                             
表
3 
目視分類結果
                    
４．有害産業廃棄物の有無
   
ア（廃油、廃酸、廃アルカリ等）について
  
バックホウ掘削試料の観察（目視分類）の結果から、廃油、廃酸、廃アルカリ及び廃ポリ塩化ビフェニル等に該当するものは、確認されなかった。
  
イ（感染性廃棄物）について
  
バックホウ掘削試料の観察（目視分類）の結果から、医療系廃棄物に該当するものは確認されなかった。
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５．参考資料（試料写真）
  
バックホウ掘削により、採取された試料（廃棄物）は、黒灰色を呈している。廃棄物が黒色に変色するのは、嫌気性状態で、硫酸還元細菌の増殖で硫化水素が発生し、土粒子中や廃棄物中に含まれる鉄と結合し硫化鉄（
FeS
）を形成し変色したことが考えられる。
 
以下に、掘削した直後の試料（木屑）と、外気に触れさせ乾燥させた試料（木屑）の写真を添付する。
               bk-27               bk-28             bk-30              bk-31               bk-32             bk-34              bk-35               bk-38             bk-39              bk-40                                     
掘削直後の廃棄物（木屑）
                                    
自然乾燥後の廃棄物（木屑）


